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毎年冬に続けて開催してい

る和歌山県民大会。前に来た

ことのあるテレインでも、大

会出場はやっぱりチャレン

ジ！ 

和泉市スキー野外活動部の

中学生が感想を寄せてくれ

ました。 

 

■B クラス１位 清水くん■ 

僕は去年も和歌山大会に参加しまし

た。だから体力的にも簡単だと思って

いました。 

大会が始まると、いつもクラブの人

と一緒に回ります。制限時間は３０分。

今回もクラブの人について行っただけ

で１位を取ってしまいました。 

恥ずかしいので、これからは一人で大

会を頑張ります。 

 

 

■B クラス２位 兵坂くん■ 

僕は去年も和歌山大会に行ったこと

があるので、だいたいの場所はわかっ

ていました。 

意外とタイムが短かったけど、２位だ

ったので良かったです。 

 

■引率の横田さん■ 

タイムオーバーしても、全部を回る

つもりでしたが、１３７で通り過ぎた

のと１３９を飛ばしてしまったのとで、

意気消沈。惜しくも３つを取り残して

フィニッシュ。やはり走力がついてい

かないですね。 

 

■初心者にはスコア O■ 
ロゲイニングの開催が多くなったせ

いか、スコア形式が身近になっていま

す。 

とにかく見つけたコントロールをパ

ンチしてくれば得点になるので、全

部・順番通りにまわらなければならな

いポイントオリエンテーリングの場合

と違って、失格がありません。 

一斉スタートの場合が多いので、グ

ループの経験はあるが、個人クラスで

走るのは初めてという場合も、スター

トのときはパックになっていても問題

ないので、一人で走ることのきっかけ

としていいと思います。 

Bクラス 1位の生徒さんも「これから

は一人で大会を頑張ります。」と書いて

くれています。こんな形で個人のポイ

ント O 形式へ進んでいけると理想的で

すね。 

また、ポイント O 形式の場合だと、

上位の参加者と下位の参加者のタイム

が 3～4倍になることも多いのに対して、

スコア形式では、参加者のほぼ全員が

制限時間内にフィニッシュします。こ

のため、イベントの進行が予想しやす

く、また、時間的にコンパクトなもの

にしやすいという利点があります。 

（楠見 耕介） 

 

これからは、一人で！ 
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